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１． 緒言 

近年、中大型哺乳類の分布が拡大しつつあり、農

作物被害、住宅地への侵入被害など人との軋轢が

深刻化している[1]。これら都市部における野生動

物対策を進めるためには、中大型哺乳類の分布傾

向と現状の把握と、環境変数や種間関係など分布

に影響する要素の把握が重要である。そこで本研

究では、市街地周辺における中大型哺乳類の分布

状況の把握と時空間的ニッチの重複を明らかにす

ることを目指した。 

 

２．方法 

対象はアナグマ、タヌキ、アライグマ、ハクビシ

ン、イノシシの 5 種とした。第 1 に、関東地方に

おいて対象種の分布が約 40年の間にどのように変

化したのかを調査した。環境省による「自然環境保

全基礎調査」の結果から、1978 年と 2021 年に発表

された分布情報のデータを利用した。対象種ごと

に調査年が異なることから、不足データを補完す

るために過去新聞記事による情報も参照した。こ

れらによる対象種の分布変化の把握と合わせて、

環境変数による影響も解析した。まず program 

“Maxent”[2]を用いて最大エントロピー法によ

り対象種の分布のモデル化を行った。次に国土数

値情報の「土地利用データ」から森林、荒地、河川、

耕地、果樹園、ゴルフ場、市街地面積、道路、都心

からの距離と国勢調査による人口密度データを環

境変数とし、各種分布への寄与率を求めた。 

第 2 に、多摩丘陵西部の市街地に隣接する地域

（約 10 ㎢）で対象種の生息状況とニッチ重複度を

解析した。2022 年 9 月～2023 年 8 月の期間で、調

査地域内に 19 台の自動撮影装置を設置し、撮影日

時と動物種を記録した。得られたデータをもとに

以下の 3 つの解析を行った。 

(1)周辺環境変数による対象各種の分布への影響

を調べた。各季節のカメラ地点ごとに各種の撮影

有無を在不在データとみなして集計した。環境変

数は森林、市街地、道路面積と都心からの距離、人

口密 度 を 選 択 した 。 これ ら を Multi-season 

Occupancy Model[3,4]を用いて解析した。 

(2)対象 5種のうち 2種間における空間的ニッチの

重複度を解析した。これは解析 1 つ目同様の在不

在データと、森林面積と都市からの距離を環境変

数として multispecies occupancy model[4]を用

いて解析を行った。 

(3)各種の活動時間から時間的ニッチ重複度を解

析した。秋（9-11 月）冬（12-2 月）春（3-5 月）

夏（6-8 月）の季節ごとに、設置したカメラで撮影

された各種の時間を集計した。これをまずカーネ

ル密度推定とローズダイアグラムによって図示し

た。続いて 2 種間の活動時間重複度をグラフにて

図示した。 
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３．結果  

1978 年にはアナグマ、タヌキの 2 種のみが森林

部から市街地にかけて広範囲に分布していた。

2021 年にはこれら 2 種に加えて、外来種であるア

ライグマ、ハクビシンもほぼ全域に生息していた。

イノシシは森林部を中心に分布していた。環境変

数との関係として、中型食肉目 4 種はほぼ全域に

生息していたため特定の環境による影響は見られ

なかった。しかしイノシシの分布には森林の寄与

率が高く、アナグマの分布に対しても森林の寄与

率は高かった。 

  

さらに自動撮影調査による生息状況についても

同様であり、中型食肉目 4 種は対象地域ほぼ全域

で記録が確認され、特定の環境変数による有意な

影響は見られなかった。一方でイノシシの分布は

森林面積が高いほど、また都心からの距離が遠い

ほど出現確率が高かった。また 2 種間の空間的ニ

ッチ重複については他種の生息による有意な影響

は見られなかった。加えて、時間的ニッチについて

は全種が夜間を中心に活動しており、どの種間の

組み合わせでも重複度は 50％を超えていた。 

 

４．考察 

 調査対象とした中型肉食目 4 種は森林部から市

街地にかけて広く分布していた。すなわち特定の

環境による影響は少なく、また時空間的にニッチ

が重複していることから他種の生息による影響も

小さいと考えられる。このような分布の傾向から、

これら 4 種は今後も市街地を含めた幅広い分布を

維持すると予想される。 

一方でイノシシは分布に偏りがあり、森林面積

に対して正の、都心からの距離に対して負の影響

が見られた。しかし今回、市街地に隣接する比較

的森林面積の小さい公園の 2 か所で初めてイノシ

シの出現が自動撮影で記録された。環境省の分布

調査の比較からもイノシシが都市部に分布を拡大

したことが示されている。同一調査地で他種との

時空間的ニッチが大きく重複していたことから、

今後都市部で分布を拡大していくことや、市街地

での出没が増える可能性がある。これらの状況を

踏まえると、今後は市街地付近でも複数種の生息

を前提とした野生動物対策や、直接的あるいは種

間の接触を考慮した感染症拡大対策を講じること

が必要である。 
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